











































































































































































































































































































































































































































































































































































































専修大学 心理科学研究センター年報 第2号 2013年3月〈87〉
うございました。
（岡田）　奥村先生，どうもありがとうございました。
　ではただいまのご講演に質問等，ぜひお願いいたします。
（質問者）　お聞きしたいのは，奥村先生の言われる研究ストラテジーというか，どの範囲の研究
領域まで考えておられるのかなというところでお聞きしたいのですが。というのは私がやってい
るのは教育なのですが，教育の中でいちばん単純なのは教材がいいか悪いかみたいな単純な話
をすると，そのデザインの原理とか言っても，国語でやった人がいて，国語じゃわからないから
うちの数学だとうまくいくのかとか言って，題材がばらばらなんですね。学年も違う，教科も違う。
そうするとメタ分析をやろうとなるとどうしても標準化効果量を使うしかなくなっているというよ
うな状況がありまして，だから標準化効果量ばかりなのかなとぼくは思っているのですが，でも
それでも先生がおっしゃるようにある程度共通化の努力をしなければいけないんじゃないかとい
うところは昔からもやもやと思っているところもありまして，先生の言われる主張というのはどの
範囲までをお考えになっているのか。どの領域も心理学領域はみんなこうするべきだとお考えな
のか，いやそこまでやってなくて，少なくともこの領域ではという話なんだという線があるのか，
お聞きしたいと思います。
（奥村）　ご質問ありがとうございます。正直言うと私は心理学全般について全く知らない，ど素
人と言ってもいいくらいなのでなかなか答えづらい面があるのですが，おそらくこういったことは
どの領域でも大事になってくると思っております。例えば私は詳しく知らないのですが，日本語
能力試験とか，教育の領域でも共通尺度をつくろうという動きは少なくとも1つあることは私も見
たことがあります。なので，おそらくどんな領域でも必要になってくるのかなと思います。例えば
先ほどおっしゃっていた数学をアウトカムにするケースと，国語をアウトカムにするケースで，そ
もそも教える内容も全く違う状況でその標準化効果量って本当に比較可能なのというまず単純な
疑問が出てきます。全く違うことを教えているわけでありますから。という感じで，答えにはなっ
ていないかもしれませんが，そんな雑感を持っております。
（岡田）　ありがとうございました。ほかのご質問はいかがでしょうか。
　今のことに関連してですが，ここにも書かれていますが，異なる尺度はあるけれども，そのあ
いだの変換式をつくるというアプローチも1つのアプローチです。例えば，TOEFLとTOEICとか，
そういうのも変換式ではないですけれどもどういう関係があるの，みたいな話だろうと思います
が，そういう異なる尺度間がどういう関係にあるのかというような，線形の関係にあるのか，もう
少し複雑な関係にあるのか，その変換式をつくっていくというアプローチも1つ重要なのかなと個
人的には思います。それから，抑うつの尺度に関して，あるものは軽症のところを測定する，あ
るものは重症のところ，みたいなものがいろいろあるとしたら，例えばそれらの情報を全部使っ
て何か統一の尺度上に乗せられるような変換式，そういうものがあると研究はしやすくなると思
いますが，いかがでしょうか。
〈88〉心理学における効果の大きさとばらつき
（奥村）　ありがとうございます。おっしゃるとおりだと思います。今出ている図でありますが，3
つ同時に1つの共通尺度上に乗せるという変換式の作成までは，今まで研究事例がございます。
そんな感じで，まずこういったやり方にチャレンジして，現実問題どこまで使えるのかということ
を検討していく。まず議論もあまりされていないので，チャレンジして議論していくということが
最初は大事になってくると思います。
（岡田）　ほかにご質問いかがですか。奥村先生，どうもありがとうございました。
（岡田）　本日は専修大学に足をお運びいただきましてありがとうございました。このシンポジウ
ムは心理科学研究センターの第2回シンポジウムということでしたが，この研究プロジェクトは4
年続きます。来年度以降も年2回ずつのペースでこうした企画を開催していく予定でおりますので，
またぜひ足をお運びいただけましたら幸いです。
　それでは本日は長いあいだどうもありがとうございました。
